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シ
ソ
し
ス

今
月
の
健
康
⑫

保
健
衛
生
課

助
産
施
設
へ
の

入
所
措
置
に
つ
い
て

助
産
施
設
と
は
、
児
東
福
祉
施
設

の
ひ
と
つ
で
、
保
健
上
必
要
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
入
院
助
産
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
を
い
妊
産
婦
を
入
所
さ
せ
、
安

全
な
出
産
を
は
か
る
施
設
で
す
。

児
童
福
祉
法
に
よ
り
、
六
円
一
日

か
ら
、
妊
祀
鋸
の
肋
柁
施
・
．
“
へ
の
人

一
昨
措
孤
が
せ
け
ら
れ
る
よ
ー
ノ
に
な
り

低
所
得
者
の
方
々
の
右
裾
門
川
か
斬

滅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
り

次
の
方
々
が
、
助
産
施
股
へ
の
入

所
繊
正
が
墾
け
ち
れ
ま
す
。

A
　
生
ほ
保
護
法
に
よ
る
、
椎
保
護

枇
帯
で
あ
る
こ
と
。

B
 
A
階
層
を
除
く
、
前
年
度
分
の

市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ

る
こ
と
。

C
　
前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
所
得

別
が
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
■
。

（
均
等
割
の
み
課
税
）

へ
申
什
手
練
）

仙
　
妊
産
婦
の
隼
か
■
川
．
世
帯
に

偉
∴
∵
∴
削
隼
咤
分
所
再
転
霜
証

明
、
丈
は
前
年
分
源
京
徴
収
両
小

闇
　
前
年
咤
両
町
村
艮
税
課
税
証

榔
　
五
條
七
日
の
住
民
票

射
　
▲
H
確
卜
定
日
を
証
明
す
る
診

断書。

H
L
の
吾
柏
を
申
誹
1
t
日
に
添
付
の

卜
、
福
祉
部
務
所
長
に
対
し
て
、
出

椎
♪
定
日
の
二
カ
目
前
ま
で
に
申
請

す
る
こ
と
〔

霊
碍
定
病
院
）

名
諸
病
院
、
中
部
病
院
、
郷
頑
病

院
、
沖
縄
赤
十
号
「
病
院

町
H
か
、
・
沼
潔

で
快
適
与
件
講
与

．
〓
む
た
め
に
に
、

各
五
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
．
般
墟
薬

物
及
び
事
業
溝
動

に
伴
っ
て
牛
す
る

確
業
鹿
痴
物
が
、

迅
速
、
適
正
に
処

理
さ
れ
る
と
と
も

に
、
食
中
毒
及
び

伝
染
病
を
媒
介
す

る
恐
れ
の
あ
る
衛

生
吾
虫
の
駆
除
が

石
効
に
実
施
さ
れ

な
け
れ
ば
を
り
ま

せ
九
つ
町
艮
の
正

し
い
理
解
と
績
鍾

的
を
協
力
が
あ
っ

て
初
め
て
美
効
を

挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
ふ

ま

え

て

、

い

り

一

日
か
ら
L
‖
ま
で

を
、
「
秋
の
環
偵

衛
生
週
問
」
と
定

め
、
町
が
中
心
と

な
り
、
各
椰
川
作

の
組
織
溝
勅
を
総

合
的
に
推
進
し
、

地
域
の
美
化
、
≠

高
相
墳
の
け
化
及
び
公
衆
衡
牛
の
向

卜
を
川
る
こ
と
を
目
標
に
、
全
町
的

万
こ
人
化
清
掃
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
環
境
衛
生
川
心
想
の
高
揚
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
こ
と
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し

ょ
う
。

○
も
え
な
い
こ
み
は
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ

な
ど
の
容
器
に
入
れ
て
出
し
ま
し

ょ
う
ゥ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出

さ
な
い
で
下
さ
い
。

0
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
は
、
週
一
回
の

収
集
で
す
。
特
に
缶
ズ
メ
カ
ン
等

は
、
中
を
「
ゆ
す
い
で
」
出
し
て

下
さ
い
。

0
ゴ
ミ
は
1
ル
ゴ
ー
ル
で
合
図
し
た

と
き
に
出
し
、
自
分
で
収
鹿
示
立

軌
み
込
ん
で
下
さ
い
。

0
商
店
、
事
業
所
は
、
お
店
に
お
客

様
川
の
ゴ
ミ
柏
を
わ
き
ま
し
ょ
う
。

【
期
　
　
間
】

昭
和
五
1
．
四
年
ト
∴
日
．
‖
－
七
日

【
実
施
■
聞
】

粛
下
的
町
指
摘
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国民健康保険税が上がります．′
■　　1　　一　　一　　一－　　一一　・一　　一　　一　　一　　　　　一一　　一　　一　　一　　一一　　一　　一　　一一　　一　　一　　一　　一一　　一▼　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一一　　一　　一　　一　　一■　　一　　‾　　‾
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1．なぜ、保饅税が毎年あがるのか。

国巨引遽康保障と払たちの健康な生活とは　今や切りはなせない大切なものとなっていますq

ところがここ恕カ年における医療手の増え方はいちじるしく，1人当り医横書は前年麿に

おいて36．009円にもなり　国1別口人壱8．700名では、3億3．700万円も医環書を使い　昭和

5年笹では　さらに18DbLJ上の医療書増大が見込まれています、」

このままうなさのぽLJに医簡西が増え続けると国尉遽康保障制度の運営ができなくなります，

瓜保でお医書さんにかかる■含、医療十の3割は患暮が■担、1．5割は政府が■担し≠

す。独り2．5割を保l責税で象かなうことになってい彙す。

匿】■■がふえ与につれて、この保障税も書上げしなくてはなり妻せん。

2．あなたの昭和54年鷹の保繊税は次の方法で‡十十されます0

√　昭和53年中の収入　－一　班†削空侶　21F7円　￥　0035　二二所得割箱

n r萱】盲酉厘の事完畑百　　　　　　　　　　　　　・X O450　－－啓産別ヲ泊

′＼被保根占　トに‾・、ゝ・　　　　　　　　　　　　3．500円‾均等割き泊

ニ　ー世帯につき　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．200円‾平等割郁

1カ年の

保　確　梢

3．あなたが10月に納める保牌税から税積がかわりますD

j q．フ仁丹引豆乳帰日　－▼キこけ目し－即lJ‾所†‘汗同性1－く′　前年優の1年分の保険税を

幕と一号Tl　‾冊〟1・tJt二）い詫仁し　こ1・鼻個相川門榊州封0剛7）3間1円の4朋の本諸税
‾．†∈）、・′・、‾　ヽ11

4．保険税はどんな方法でl十蝉されるのかJ

け」六は　書情4‥一日ノりのす／♪ある　門ノEl巧瑠愕2万円　巧打州入15n万円唱合のロ十凱さ

佃Ⅷ亘利伸川柑m　漂昔詰㌍㍗鼎　66HRO〔い〔・03523・400円

し1・りl　仙

t∵乳封和

平等Ll川柏

711．Or旧・0　450　　9．000円

41・350口円　14．000円

1押守mL Jj　　5．200円

台　目十　5∴600円

悍塵仰のと．1凱＿は∴11汚17；く†ヽ；巾仙′‥卜l Ll　∵ヽ」l一′

3開ト4明　下．月日針、＿いl　1㌧＝Im　い　川・・－1▲・l・†・・－　　■明12り月　侮日那党を屠引

し，た棺醐一・「寸

5．匹l民1■l書保嬢の手続
∫、賢の唱合には　すみ　り日．‾脚1罠にHl困り・■71Ll′11

「勺の吉相亡．＝t斥副IJ．け珊引．＿11∴LP．l・▼1㌧11

イ　1日頑がわ、ト・た．し＿　ヽ

［」　職場の保障し＿人）仁と．き　隅t量り井√揮卜牲

ハ　臓牒けり恒畑しとき■　迂錮軋証明g

二　等兢（．二■計約があ・たとき

ホ　手職をなtト、L L．とき

ト　＼、、

へ　良明旅†亨や本土輔等の瑚含　旅1i。正明か在等（正明真

也†i r珊1手痛さが　かそt二なりますとさかのぼ－Jて保綿梢を納めな一、7はなりよせ′し
1〉rr　▼；左■Iトきい

沌再一年占、鷹　手鴨　は大切りものですから輔失しないようにして下さい

罠頼り、王クれはfノ、げ深戸婆こ正を病院の窓口から更けとって下さい一

6．医事禦■に蘭心を
・4－㌧亡羊にす潤川ノたいのは　医埼矧二間心をもち　医積雪節約を工夫していただいて

′．、てノノける臨場市の伸びをすこしでもおさえるために　潟吟より予β別二つとめ　睡眠

とけ蕎て▼1－日「（し1丁遇男をさけ　マ　病気のワ開発見　守恥呂府のために自分の健康

に倖1．＿、了．り一、は庚。断を用極的にうけましよう　このことが化！全な国民十は庚保障利庵

を∵寸　’りし　巧麦です1．
¶　Ⅵ　一　一　一　【　一　一　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一
▲　　■　■　¶　一　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　‾　‾
■　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　】　■

発音I：孟子納町役場・住民課・国民健康保険係　′llト二1－2001・2628・2079・2012
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⊂竺讐誓誓言烹雷雲禦竺竺コ係
か
ら
の
お
願
い
′
．
被
保
険
者
証
の
検
認
、
更
新
は
必
ず
期
限
内
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
〝

保
険
税
の
納
期
は
四
月
、
七
月
、
十
月
、
一
月
で
す
。

か
な
ら
ず
納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

投
書
日

昭
和
五
十
四
年
十
円
七
日
へ
日
）

午
前
七
時
√
午
後
六
時
ま
で

捜
茶
所

第
一
投
票
所
‥
嘉
手
納
中
央
公
艮

館
大
ホ
ー
ル

第
二
投
票
所
‥
嘉
手
納
小
∵
∫
招
作

育
館

当
町
で
投
書
で
き
る
舌

○
昭
和
こ
い
た
牛
丸
日
二
日
ま
で

に
出
生
し
た
名
。

○
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
口
ま
で

に
当
町
に
転
入
し
、
六
月
－
H

ま
で
に
転
入
届
を
し
た
黄
。

不
在
書
捜
i

昭
和
左
上
四
年
九
日
∵
十
．
七
日
～
卜

目
し
ハ
日
ま
で
∩
　
毎
日
、
γ
前
八
時

。
．
〇
分
～
十
後
九
時
ま
で
。

町
役
場
住
艮
謀
衰
日
で
受
付
ま
ナ

投
幕
ロ
は
十
月
七
日
㈱

第
三
十
五
回
衆
議
員
議
員
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

t
▲
域
♯
公
【
農
牧
工
事
は
、
昭
和
五
十
年
度
よ
り
五

カ
年
計
書
で
、
総
事
♯
十
五
慎
二
千
万
円
で
工
事
が
書
手

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
よ
工
事
　
（
二
、
八

〇
〇
万
円
）
を
も
っ
て
、
t
A
城
跡
公
【
鐘
投
工
事
を
尭

丁
い
た
し
ま
す
。

十
月
は
、
「
都
市
に
緑
と
公
楓
を
」

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
都
市
緑

化
月
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
通
の
住
む
術
は
、
都
市
化
の
進

行
に
よ
り
多
く
の
緑
が
失
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
公
園
の
あ
る
緑
豊
か
な
街

は
、
私
通
の
生
浦
に
潤
い
と
い
こ
い

を
与
え
、
明
日
の
活
力
を
う
み
だ
す

大
切
な
働
古
を
も
し
ま
す
。

近
年
多
く
の
人
々
が
緑
地
や
公
園

自
然
景
胞
が
私
達
の
日
常
隼
浦
に
か

よ
ぽ
す
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
、

自
然
と
緑
地
の
保
全
を
図
る
よ
う
求

め
て
お
り
ま
す
。
私
通
の
住
む
街
の

自
然
と
公
園
、
花
木
を
大
切
に
し
、

緑
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し

よ
う
（町

で
は
、
今
回
の
緑
化
月
間
を
通

じ
多
く
の
町
民
が
緑
に
し
た
し
み
を

も
ち
、
緑
化
の
推
進
に
寄
与
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
庭
木
苗
の
無

料
配
布
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
町
民

多
数
の
ご
参
艶
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

※
苗
木
の
■
料
E
布
に
つ
い
て

日
時
‥
昭
和
瓦
十
四
年
十
月
十
三

日
丁
的
十
時
～
十
二
時
ま
で

■
所
‥
警
察
苫
前
駐
車
甥
広
明

古
書
‥
タ
ロ
キ
（
五
〇
d
苗
）

監
布
本
数
‥
一
、
0
0
0
本

二
八
二
本
当
り
先
着
順
）
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幸地鳳篤氏

昭和54年9月22日

住宅の防音工事について
防衛虎日没周辺整備協会

行
政
相
談
週
間
は
じ
ま
る

苦
情
な
く
し
て
明
る
い
生
活

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設

行
政
相
談
委
員

民
生
委
月

協
力
団
体
‥
警
察
署
、
郵
便
局
、
電

報
電
話
局
、
法
務
局
嘉
手
納

出
張
所

【
行
政
相
談
委
員
】

幸
地
鳳
蕎
氏
　
字
水
巻
二
一
二

電
話
　
二
五
〇
〇

行
政
管
理
庁
で
は
、
「
苦
情
な
く

し
て
明
る
い
生
活
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

毎
年
十
月
に
行
政
相
談
週
間
を
全
国

的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

十
月
十
四
日
～
二
十
日
ま
で
の
一
週

間
全
国
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

行
政
相
談
週
間
は
、
国
民
の
福
祉

向
上
と
行
政
の
民
主
的
な
運
営
を
推

適
し
て
い
る
行
政
相
談
制
度
の
趣
旨

を
広
く
一
般
国
民
に
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
行
政
管
理

庁
が
国
民
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
、

こ
れ
ら
の
相
談
事
案
を
一
つ
一
つ
国

民
と
関
係
機
関
と
の
間
に
立
っ
て
あ

っ
せ
ん
し
、
解
決
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
広
く
行
政
運
営
改
書
の
た
め
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

も
の
で
す
。

役
所
（
国
、
県
、
町
）
　
の
仕
事
で

・
・
・
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い

○
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

○
テ
キ
バ
キ
や
っ
て
も
ら
い
た
い

○
不
親
切
に
さ
れ
た

辻
蕗
、
河
川
、
農
地
、
郵
便
、
許

認
可
登
妃
、
公
書
防
止
、
交
通
安
全

年
金
保
険
、
恩
給
、
税
金
、
社
会
福

祉
、
公
衆
衛
生
、
t
括
、
そ
の
他
、

な
ど
の
苦
情
や
相
談
を
扱
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
で
は
、
次
ぎ
に
よ
り

巡
回
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す
の
で

町
民
の
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

日
疇
‥
十
月
二
十
日
（
土
）

午
前
十
時
～
午
後
五
時
ま
で

■
斯
‥
嘉
手
納
町
中
央
公
民
館

主
■
‥
幕
手
納
町

国
に
お
い
て
は
、

航
空
機
の
騒
音
が
激

し
い
地
域
に
所
在
す

る
世
帯
に
対
し
て
、

住
宅
の
防
音
工
事
を

実
施
し
、
生
活
環
境

を
い
く
ら
か
で
も
良

く
す
る
よ
う
に
つ
と

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
葉
に
伴
な

う
、
事
詳
処
理
等
を

行
な
う
た
め
、
本
年

六
月
一
日
に
、
手
水

釜
二
一
九
番
地
に
、

財
団
法
人
防
衛
施
設

周
辺
整
備
協
会
沖
縄

支
所
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。＃

手
納
町
内
に
お

け
る
住
宅
防
音
工
事

は
、
昭
和
五
十
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
、
本

年
度
第
四
期
工
事
（
十
一
月
中
旬
よ

り
十
二
月
初
旬
に
実
施
予
定
）
ま
で

含
め
る
と
全
世
帯
鮫
の
約
六
三
％
が

実
施
活
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
工
事
は
、
現
在
世
帯
人
月
数

に
よ
っ
て
、
四
名
ま
で
一
室
、
五
名

以
上
は
二
重
の
萎
準
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
来
年
度
に
は
完
了

さ
せ
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
は
、

一
重
又
は
二
王
の
エ
■
を
終
え
た
世

帯
に
つ
い
て
、
他
の
部
屋
の
追
加
工

事
を
行
な
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

防
衛
施
設
周
辺
整
簡
協
会
で
は
、

未
だ
防
音
工
事
を
実
施
し
て
な
い
世

帯
で
、
防
音
工
事
を
希
望
す
る
世
帯

に
対
し
て
、
申
し
込
み
を
よ
ぴ
か
け

て
お
り
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
当

協
会
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

画
　
統
計
の
日

統
計
は
未
来
を
ひ
ら
く
道
し
る
べ

一
九
八
〇
年
代
を
目
前
に
し
て
、

我
が
国
の
経
済
は
、
国
際
協
調
を
柱

に
通
貨
間
鱈
、
国
際
収
支
の
見
直
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
越
、
構
造
不
況
業
種

等
産
業
構
造
の
再
編
成
、
雇
用
間
周

な
ど
多
く
の
解
決
す
べ
き
間
増
を
か

か
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
り
、
内

外
の
諸
情
勢
に
対
応
し
っ
つ
、
我
が

国
の
今
後
す
す
む
べ
き
姿
を
明
確
に

し
、
豊
か
な
未
来
へ
む
け
て
的
確
な

施
策
が
ホ
じ
ら
れ
る
よ
う
に
基
磯
資

料
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
統
計

の
必
要
性
や
統
計
へ
の
期
待
は
ま
す

ま
す
増
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ます。
「
統
計
の
日
」
は
、
こ
の
よ
う
な

統
計
の
重
要
性
に
対
す
る
国
民
一
般

の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
統
計
調
査

に
対
す
る
国
民
の
よ
り
一
層
の
協
力

を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
八
年

制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
年
十
月
十

八
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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国

民

年

金

を

受

け

る

に

は

「
裁
定
請
求
」
　
を

国
民
年
金
は
、
受
け
取
る
資
格
が

あ
つ
て
も
、
本
人
か
ら
裁
定
の
請
求

が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と

思
う
人
は
、
必
ず
住
所
地
の
市
区
町

村
役
場
に
「
裁
定
請
求
義
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
請
求
書
に
は

老
齢
年
金
の
場
合
は
、
年
金
手
帳
の

添
付
が
必
要
で
す
。

障
害
年
金
の
場
合
は
、
医
師
又
け

歯
科
医
師
の
診
断
書
を
、
母
子
、
準

母
子
、
遺
児
、
寡
檜
年
金
の
場
合
は

戸
籍
膚
本
又
は
抄
本
を
、
そ
れ
ぞ
れ

年
金
手
帳
に
添
え
て
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

正
員
年
量
の
優
■
料
は
－

納
め
ま
し
た
か

七
、
八
、
九
月
分
の
保
険
料
は
、

も
う
納
め
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ
が

な
い
か
ど
う
か
、
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
年
金
や

母
子
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、
先
へ
行
っ
て
、
老
齢
年
金

さ
え
受
け
ら
れ
な
い
お
そ
れ
も
あ
り

ます。

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
三
月
以
前
の
納
め
忘
れ
た
保

険
料
で
も
、
社
会
保
険
暮
務
所
で
受

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
分
も
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

惰
例
納
付
の
活
用
壷

国
民
年
金
の
特
例
納
付
の
受
付
け

は
、
来
年
の
六
月
に
打
ち
切
ら
れ
ま

す。

こ
の
制
度
は
、
一
時
の
思
い
連
い

や
、
忙
し
さ
に
ま
ざ
れ
た
り
、
経
済

上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
当
然
強
制
適

用
被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
の
に
、

国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
人
や
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
時

効
に
か
か
り
、
年
金
権
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、
去
年
の

七
月
か
ら
二
年
間
に
限
っ
て
、
未
納

の
期
間
を
払
い
込
め
ば
年
金
権
が
与

え
ら
れ
る
と
い
う
、
臨
時
の
特
別
な

制
度
で
す
。

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間
に

つ
い
て
、
一
月
に
つ
き
四
千
円
の
保

険
料
を
払
い
込
め
ば
よ
く
、
期
限
内

な
ら
分
納
の
方
法
も
設
け
ら
れ
て
い

ます。な
お
、
こ
の
制
度
は
任
意
加
入
の

被
保
険
者
に
は
通
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
▲
廿
も

四
民
年
金
に
加
入
を

国
民
年
金
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
様
も
任
意
に
加
入
で
き
る
こ
と

を
、
あ
な
た
は
ご
存
知
で
す
か
。

ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
か
ら
の
年
金
で
、
あ

な
た
は
一
応
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
あ
な

た
自
身
の
年
金
権
が
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
老
齢
年
金
、
経
書
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
主
人
が
万
一
の
場
合
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
の
遺
族

年
金
に
合
わ
せ
て
、
国
民
年
金
か
ら

母
子
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
が
未
加
入
な
ら
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
、
そ
し
て
豊
か
な

老
後
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

嘉
手
納
町
商
工
会

同
青
年
部
主
催
の
「
納

涼
・
盆
踊
り
の
夕
べ
」

が
、
九
月
八
日
午
後

六
時
三
〇
分
か
ら
、

薫
手
納
小
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
盛

大
に
催
さ
れ
ま
し
た
・
。

こ
れ
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
二
回
目
の

催
し
で
、
町
民
相
互

の
親
睦
と
融
和
を
は

か
り
、
明
る
い
町
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
全

町
婦
人
会
、
町
社
交

業
組
合
の
後
援
に
よ

り
、
夜
お
そ
く
ま
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
踊
り
、

社
交
業
組
合
の
エ
イ

サ
ー
、
婦
人
会
の
腐

り
な
ど
が
被
露
さ
れ

お
よ
そ
八
千
名
余
の

町
民
を
魅
了
し
た

“
夏
の
一
夜
″
で
し

た。

ト
伊
波
栄
蕎
工
会
鼻

〝
き
ま
っ
て
ま
す
〟

子
供
濃
に
は

一
出
店
が
主
会
i
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国民健康保険税が上がります．′
■　　1　　一　　一　　一－　　一一　・一　　一　　一　　一　　　　　一一　　一　　一　　一　　一一　　一　　一　　一一　　一　　一　　一　　一一　　一▼　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一一　　一　　一　　一　　一■　　一　　‾　　‾
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1．なぜ、保饅税が毎年あがるのか。

国巨引遽康保障と払たちの健康な生活とは　今や切りはなせない大切なものとなっていますq

ところがここ恕カ年における医療手の増え方はいちじるしく，1人当り医横書は前年麿に

おいて36．009円にもなり　国1別口人壱8．700名では、3億3．700万円も医環書を使い　昭和

5年笹では　さらに18DbLJ上の医療書増大が見込まれています、」

このままうなさのぽLJに医簡西が増え続けると国尉遽康保障制度の運営ができなくなります，

瓜保でお医書さんにかかる■含、医療十の3割は患暮が■担、1．5割は政府が■担し≠

す。独り2．5割を保l責税で象かなうことになってい彙す。

匿】■■がふえ与につれて、この保障税も書上げしなくてはなり妻せん。

2．あなたの昭和54年鷹の保繊税は次の方法で‡十十されます0

√　昭和53年中の収入　－一　班†削空侶　21F7円　￥　0035　二二所得割箱

n r萱】盲酉厘の事完畑百　　　　　　　　　　　　　・X O450　－－啓産別ヲ泊

′＼被保根占　トに‾・、ゝ・　　　　　　　　　　　　3．500円‾均等割き泊

ニ　ー世帯につき　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．200円‾平等割郁

1カ年の

保　確　梢

3．あなたが10月に納める保牌税から税積がかわりますD

j q．フ仁丹引豆乳帰日　－▼キこけ目し－即lJ‾所†‘汗同性1－く′　前年優の1年分の保険税を

幕と一号Tl　‾冊〟1・tJt二）い詫仁し　こ1・鼻個相川門榊州封0剛7）3間1円の4朋の本諸税
‾．†∈）、・′・、‾　ヽ11

4．保険税はどんな方法でl十蝉されるのかJ

け」六は　書情4‥一日ノりのす／♪ある　門ノEl巧瑠愕2万円　巧打州入15n万円唱合のロ十凱さ

佃Ⅷ亘利伸川柑m　漂昔詰㌍㍗鼎　66HRO〔い〔・03523・400円

し1・りl　仙

t∵乳封和

平等Ll川柏

711．Or旧・0　450　　9．000円

41・350口円　14．000円

1押守mL Jj　　5．200円

台　目十　5∴600円

悍塵仰のと．1凱＿は∴11汚17；く†ヽ；巾仙′‥卜l Ll　∵ヽ」l一′

3開ト4明　下．月日針、＿いl　1㌧＝Im　い　川・・－1▲・l・†・・－　　■明12り月　侮日那党を屠引

し，た棺醐一・「寸

5．匹l民1■l書保嬢の手続
∫、賢の唱合には　すみ　り日．‾脚1罠にHl困り・■71Ll′11

「勺の吉相亡．＝t斥副IJ．け珊引．＿11∴LP．l・▼1㌧11

イ　1日頑がわ、ト・た．し＿　ヽ

［」　職場の保障し＿人）仁と．き　隅t量り井√揮卜牲

ハ　臓牒けり恒畑しとき■　迂錮軋証明g

二　等兢（．二■計約があ・たとき

ホ　手職をなtト、L L．とき

ト　＼、、

へ　良明旅†亨や本土輔等の瑚含　旅1i。正明か在等（正明真

也†i r珊1手痛さが　かそt二なりますとさかのぼ－Jて保綿梢を納めな一、7はなりよせ′し
1〉rr　▼；左■Iトきい

沌再一年占、鷹　手鴨　は大切りものですから輔失しないようにして下さい

罠頼り、王クれはfノ、げ深戸婆こ正を病院の窓口から更けとって下さい一

6．医事禦■に蘭心を
・4－㌧亡羊にす潤川ノたいのは　医埼矧二間心をもち　医積雪節約を工夫していただいて

′．、てノノける臨場市の伸びをすこしでもおさえるために　潟吟より予β別二つとめ　睡眠

とけ蕎て▼1－日「（し1丁遇男をさけ　マ　病気のワ開発見　守恥呂府のために自分の健康

に倖1．＿、了．り一、は庚。断を用極的にうけましよう　このことが化！全な国民十は庚保障利庵

を∵寸　’りし　巧麦です1．
¶　Ⅵ　一　一　一　【　一　一　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一
▲　　■　■　¶　一　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　‾　‾
■　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　】　■

発音I：孟子納町役場・住民課・国民健康保険係　′llト二1－2001・2628・2079・2012
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⊂竺讐誓誓言烹雷雲禦竺竺コ係
か
ら
の
お
願
い
′
．
被
保
険
者
証
の
検
認
、
更
新
は
必
ず
期
限
内
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
〝

保
険
税
の
納
期
は
四
月
、
七
月
、
十
月
、
一
月
で
す
。

か
な
ら
ず
納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

投
書
日

昭
和
五
十
四
年
十
円
七
日
へ
日
）

午
前
七
時
√
午
後
六
時
ま
で

捜
茶
所

第
一
投
票
所
‥
嘉
手
納
中
央
公
艮

館
大
ホ
ー
ル

第
二
投
票
所
‥
嘉
手
納
小
∵
∫
招
作

育
館

当
町
で
投
書
で
き
る
舌

○
昭
和
こ
い
た
牛
丸
日
二
日
ま
で

に
出
生
し
た
名
。

○
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
口
ま
で

に
当
町
に
転
入
し
、
六
月
－
H

ま
で
に
転
入
届
を
し
た
黄
。

不
在
書
捜
i

昭
和
左
上
四
年
九
日
∵
十
．
七
日
～
卜

目
し
ハ
日
ま
で
∩
　
毎
日
、
γ
前
八
時

。
．
〇
分
～
十
後
九
時
ま
で
。

町
役
場
住
艮
謀
衰
日
で
受
付
ま
ナ

投
幕
ロ
は
十
月
七
日
㈱

第
三
十
五
回
衆
議
員
議
員
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

t
▲
域
♯
公
【
農
牧
工
事
は
、
昭
和
五
十
年
度
よ
り
五

カ
年
計
書
で
、
総
事
♯
十
五
慎
二
千
万
円
で
工
事
が
書
手

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
よ
工
事
　
（
二
、
八

〇
〇
万
円
）
を
も
っ
て
、
t
A
城
跡
公
【
鐘
投
工
事
を
尭

丁
い
た
し
ま
す
。

十
月
は
、
「
都
市
に
緑
と
公
楓
を
」

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
都
市
緑

化
月
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
通
の
住
む
術
は
、
都
市
化
の
進

行
に
よ
り
多
く
の
緑
が
失
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
公
園
の
あ
る
緑
豊
か
な
街

は
、
私
通
の
生
浦
に
潤
い
と
い
こ
い

を
与
え
、
明
日
の
活
力
を
う
み
だ
す

大
切
な
働
古
を
も
し
ま
す
。

近
年
多
く
の
人
々
が
緑
地
や
公
園

自
然
景
胞
が
私
達
の
日
常
隼
浦
に
か

よ
ぽ
す
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
、

自
然
と
緑
地
の
保
全
を
図
る
よ
う
求

め
て
お
り
ま
す
。
私
通
の
住
む
街
の

自
然
と
公
園
、
花
木
を
大
切
に
し
、

緑
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し

よ
う
（町

で
は
、
今
回
の
緑
化
月
間
を
通

じ
多
く
の
町
民
が
緑
に
し
た
し
み
を

も
ち
、
緑
化
の
推
進
に
寄
与
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
庭
木
苗
の
無

料
配
布
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
町
民

多
数
の
ご
参
艶
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

※
苗
木
の
■
料
E
布
に
つ
い
て

日
時
‥
昭
和
瓦
十
四
年
十
月
十
三

日
丁
的
十
時
～
十
二
時
ま
で

■
所
‥
警
察
苫
前
駐
車
甥
広
明

古
書
‥
タ
ロ
キ
（
五
〇
d
苗
）

監
布
本
数
‥
一
、
0
0
0
本

二
八
二
本
当
り
先
着
順
）
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シ
ソ
し
ス

今
月
の
健
康
⑫

保
健
衛
生
課

助
産
施
設
へ
の

入
所
措
置
に
つ
い
て

助
産
施
設
と
は
、
児
東
福
祉
施
設

の
ひ
と
つ
で
、
保
健
上
必
要
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
入
院
助
産
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
を
い
妊
産
婦
を
入
所
さ
せ
、
安

全
な
出
産
を
は
か
る
施
設
で
す
。

児
童
福
祉
法
に
よ
り
、
六
円
一
日

か
ら
、
妊
祀
鋸
の
肋
柁
施
・
．
“
へ
の
人

一
昨
措
孤
が
せ
け
ら
れ
る
よ
ー
ノ
に
な
り

低
所
得
者
の
方
々
の
右
裾
門
川
か
斬

滅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
り

次
の
方
々
が
、
助
産
施
股
へ
の
入

所
繊
正
が
墾
け
ち
れ
ま
す
。

A
　
生
ほ
保
護
法
に
よ
る
、
椎
保
護

枇
帯
で
あ
る
こ
と
。

B
 
A
階
層
を
除
く
、
前
年
度
分
の

市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ

る
こ
と
。

C
　
前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
所
得

別
が
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
■
。

（
均
等
割
の
み
課
税
）

へ
申
什
手
練
）

仙
　
妊
産
婦
の
隼
か
■
川
．
世
帯
に

偉
∴
∵
∴
削
隼
咤
分
所
再
転
霜
証

明
、
丈
は
前
年
分
源
京
徴
収
両
小

闇
　
前
年
咤
両
町
村
艮
税
課
税
証

榔
　
五
條
七
日
の
住
民
票

射
　
▲
H
確
卜
定
日
を
証
明
す
る
診

断書。

H
L
の
吾
柏
を
申
誹
1
t
日
に
添
付
の

卜
、
福
祉
部
務
所
長
に
対
し
て
、
出

椎
♪
定
日
の
二
カ
目
前
ま
で
に
申
請

す
る
こ
と
〔

霊
碍
定
病
院
）

名
諸
病
院
、
中
部
病
院
、
郷
頑
病

院
、
沖
縄
赤
十
号
「
病
院

町
H
か
、
・
沼
潔

で
快
適
与
件
講
与

．
〓
む
た
め
に
に
、

各
五
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
．
般
墟
薬

物
及
び
事
業
溝
動

に
伴
っ
て
牛
す
る

確
業
鹿
痴
物
が
、

迅
速
、
適
正
に
処

理
さ
れ
る
と
と
も

に
、
食
中
毒
及
び

伝
染
病
を
媒
介
す

る
恐
れ
の
あ
る
衛

生
吾
虫
の
駆
除
が

石
効
に
実
施
さ
れ

な
け
れ
ば
を
り
ま

せ
九
つ
町
艮
の
正

し
い
理
解
と
績
鍾

的
を
協
力
が
あ
っ

て
初
め
て
美
効
を

挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
ふ

ま

え

て

、

い

り

一

日
か
ら
L
‖
ま
で

を
、
「
秋
の
環
偵

衛
生
週
問
」
と
定

め
、
町
が
中
心
と

な
り
、
各
椰
川
作

の
組
織
溝
勅
を
総

合
的
に
推
進
し
、

地
域
の
美
化
、
≠

高
相
墳
の
け
化
及
び
公
衆
衡
牛
の
向

卜
を
川
る
こ
と
を
目
標
に
、
全
町
的

万
こ
人
化
清
掃
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
環
境
衛
生
川
心
想
の
高
揚
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
こ
と
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し

ょ
う
。

○
も
え
な
い
こ
み
は
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ

な
ど
の
容
器
に
入
れ
て
出
し
ま
し

ょ
う
ゥ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出

さ
な
い
で
下
さ
い
。

0
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
は
、
週
一
回
の

収
集
で
す
。
特
に
缶
ズ
メ
カ
ン
等

は
、
中
を
「
ゆ
す
い
で
」
出
し
て

下
さ
い
。

0
ゴ
ミ
は
1
ル
ゴ
ー
ル
で
合
図
し
た

と
き
に
出
し
、
自
分
で
収
鹿
示
立

軌
み
込
ん
で
下
さ
い
。

0
商
店
、
事
業
所
は
、
お
店
に
お
客

様
川
の
ゴ
ミ
柏
を
わ
き
ま
し
ょ
う
。

【
期
　
　
間
】

昭
和
五
1
．
四
年
ト
∴
日
．
‖
－
七
日

【
実
施
■
聞
】

粛
下
的
町
指
摘


